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高齢期の Well-being と未来時間展望との関係

I. 序論

日本の 65 歳以上の人口は 2012 年に初めて 3000 万人を超え、2014 年には、総人口に占め

る割合が 25.9%となった（2014 年統計）。世界の国々と比較すると、日本は現在、最も高い高

齢化率を維持しており、今後もさらに上昇することが予想され、2060 年には約 40％に達する

とみられている（総務省, 2013）。

高齢化が急速に進む中、老年学という加齢に関する学際的学問が日本でも徐々に普及し

始め、高齢期に関する様々な研究が蓄積されてきた。同時に、高齢期の変化や特徴を理論的

に説明する試みが広まり、1960 年頃から老年学領域において様々な理論やモデルが提案され

た。1990 年代に入ってからは、欧米を中心に高齢期の幸福感や加齢に伴う well-being の変化

に着目した研究が多く発表された。

高齢期の Well-being の関連要因

これまでの老年学領域における well-being の先行研究をみると、たとえば Subjective well-

being（SWB）を従属変数と位置づけ、その要因として社会的ネットワークの多寡に着目した

ものが多い。さらに、老年学領域においては活動理論（activity theory）に依拠した研究が蓄積

されているが、それらの研究の多くは親族など身近な人々とのネットワークだけでなく、地

域組織との関係など必ずしも情緒的な関係にはないものでも、高齢者の SWB に貢献してきた

という知見が提供されている。

高齢期の Well-being の関連要因に関する研究の課題

社会、健康、経済、心理という各要因の独自効果を検討した研究は多いものの、それら

を構造的に捉えようという視点が弱い。本研究は、以上の要因の中でも、社会的要因として

社会的ネットワークと心理的要因に着目し、その関係性を視野に納めた分析モデルの構築を

試みる。社会関係を形成する人としない人がいるかについては、ライフコース的な検討がな

されてきているものの、心理的なメカニズムについては明確な理論づけがなされてこなかっ

た。本研究では、未来時間展望に関する理論において、この理論づけが可能ではないだろう

かと考えた。高齢者の中でも未来時間展望を広いと知覚する人が新たな人間関係や経験など

を指向することでより広い社会的ネットワークを形成し、それにより感情的 well-being が高ま

るというモデルの可能性を考えた。

研究の目的

本研究は未来時間展望の知覚に着目し、高齢期の感情的 well-being と関連する要因とし

て、未来時間展望の知覚という心理的要因と、社会的ネットワークの選択という社会的要因
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を取り入れ、これらの関連が高齢期の感情的 well-being にどのように影響するか検証を行う。

検証は次の 2 つの研究によって実施する。まず研究 1 では、未来時間展望の知覚を測定する

尺度（Future Time Perspective Scale; Carstensen & Lang, 1996）の日本語版を作成する。研究 2

では、研究 1 で作成した未来展望尺度を用いて、未来時間展望の知覚、社会的ネットワーク

の選択、感情的 well-being の変数間の関連の検証を行う。
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II. 研究

1. 未来展望尺度の作成∴

人生の残りの時間を無限と知覚するか有限と知覚するかという未来時間展望を測定する

尺度として、Carstensen と Lang（1996）が開発した Future Time Perspective Scale（以下、

「FTP」とする）がある。Future Time Perspective と名づけられたこの尺度は、「この先、いろ

いろな機会が私を待ち受けている」、「私の人生はむしろこれからだ」、「私の人生には、新た

な計画を立てるための時間が十分に残っている」、「私の未来には限られた可能性しかない」

などの項目を含み、人の目的意識性という特徴を測定していると考えられる。FTP は 10 項目

の質問で構成され、「全くあてはまらない」から「非常にあてはまる」の 7 段階で評定する。

FTP は、一構造からなる尺度として概念化され、時間が無限という知覚が有限という知覚へ

移行する二極性連続体として考えられてきた。しかしながら、未来時間展望の有限と無限と

いう知覚はそれぞれ独立して存在している可能性があることや、両方を同時に知覚すること

はあり得ることが考えられることから、未来時間展望の知覚は有限から無限という二極性連

続体の一構造よりもより複雑な多次元構造になる可能性が指摘されている（Cate & John,

2007）。

本研究は、FTP の日本語版を作成し、確認的因子分析により尺度の日本人における適合

性を検証する。FTP の尺度の因子構造や妥当性を検証した先行研究は現在、Cate と John

（2007）によるもののみである。この研究では、FTP の将来の好機への展望（focus on oppor-

tunities perspective）と限られた時間の展望（focus on limitations perspective）の二つの下位尺度

からなる 2 因子構造が最も適切であるということが示された（Cate & John, 2007）。因子構造

について、本研究においても Cate と John の研究結果と同様に 2 因子構造になることを予想す

る。

方法

未来展望尺度を作成するにあたり、以下のような手続きを取った。（a）日本語と英語に堪

能な翻訳者が 10 項目の質問項目の翻訳を行った；（b）翻訳した内容の整合性について本研究

者が確認した；（c）日本語に堪能な英語を母語とする米国人（米国の大学にて博士課程修

了）が、日本語の項目を英語にバックトランスレーションした；（d）FTP の原著者によって

原版とバックトランスレーションを行った英語の項目の内容の整合性が確認された；（e）本

研究者が所属する大学院の学生と一緒に原版と日本語版の項目の内容を比較検討し、意味的

∴本章は、老年学雑誌掲載論文（池内・長田, 2014）を一部加筆・修正した。
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等価性を確認した；（f）原版と同じ 10 項目の日本語質問項目を決定した。

未来展望尺度のモデルの適合度は、確証的因子分析を行い確認した。モデルの信頼性

は、クロンバックの α係数を算出し検証した。

結果

未来展望尺度のモデルの適合指数（comparative fit index: CFI）については十分な値

（.870）が得られた。本研究では、FTP 尺度の原著者への確認も含めバックトランスレーショ

ン手法を用いた結果、英文の尺度（Cate & John, 2007）との項目および因子構造が一致した。

従って、本研究で作成した未来展望尺度を用いて、英文の FTP 尺度で実施された海外の研究

との比較を行うことが可能であると考えられる。今後は、様々な予想される要因と未来展望

尺度の関連を検証することにより、人の心理的発達や well-being の維持過程の中で、未来時間

展望がどのような影響を持つのかより明らかにすることが期待される。

付録

表. 未来展望尺度の質問項目と各項目の平均値および 標準偏差

項

目

番

号

平

均

値 SD

因子 I ： 広い未来時間展望 More open-ended time perspective

1. この先, いろいろな機会が私を待ち受けている. 4.77 1.29

Many opportunities await me in the future.

2. 私は将来に新たな目標をたくさん設定するだろう. 4.27 1.20

I expect that I will set many new goals in the future.

3. 私の将来は可能性に満ちている. 3.95 1.21

My future is filled with possibilities.

4. 私の人生はむしろこれからだ. 4.00 1.31

Most of my life lies ahead of me.

5. 私の将来は無限だと感じる. 3.56 1.32

My future seems infinite to me.
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6. 私はこの先やりたいことは何でもできるだろう. 3.87 1.36

I could do anything I want in the future.

7. 私の人生には, 新たな計画を立てるための時間が十分に残っている. 4.01 1.34

There is plenty of time left in my life to make new plans.

因子 II ：狭い未来時間展望 More limited time perspective

8. 私には残された時間がもうほとんどないと感じる.* 3.08 1.32

I have the sense that time is running out.

9. 私の未来には限られた可能性しかない.* 3.79 1.42

There are only limited possibilities in my future.

10. 歳をとるにつれ, 時間が限られていると感じるようになった.* 4.21 1.47

As I get older, I begin to experience time as limited.

* 逆転項目

註. 本論文で作成された未来展望尺度は、Carstensen Life-span Development Lab のホームページに FTP 尺度の

日本語版として掲載されている. < https://lifespan.stanford.edu/projects/future-time-perspective-ftp-scale > （2016 年

6 月 26 日）
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2. 高齢期の未来時間展望、社会的ネットワークの選択、感情的 well-being の関連

本研究は、高齢期の未来時間展望と社会的ネットワークの関連が感情的 well-being へ与え

る影響を検証する。aging well together モデル（Rohr & Lang, 2009）を参考にし、高齢者の中で

も人生の時間の有限性が弱い人の場合には、広い未来時間展望を持つ若齢者と同じような社

会的ネットワークを維持し、その結果として感情的 well-being の向上につながるという仮説を

立てた。

方法

関東圏内にある高齢者向けの生涯学習施設に通う男女 294 人を対象に調査を行った。調

査票の配布および回収は、施設の担当職員の協力を得て行った。回収数は 264（回収率

89.8％）であった。

測定は、未来展望尺度、ネットワーク構造を調べる尺度、感情的 well-being 尺度を用い

た。調整変数に、経済的ゆとりと主観的健康感を設定し、基本属性に性と年齢を加えた。

変数間の関連は、共分散構造分析を用いて検証した。有意水準は、有意確率 5%未満を有

意差ありとした。分析は、性と年齢以外の分析項目に欠測値をもつものも分析に加えるた

め、完全情報最尤法を用いた。

結果

本研究は、高齢期の未来時間展望に着目し、未来時間展望と社会的ネットワークの関連

が感情的 well-being へ与える影響を検証した。これらの関連の検証においては、aging well

together モデルを参考にし、分析モデルを作成した。

本研究では、先が長いという知覚は社会的ネットワークの拡大と関連したが、感情的

well-being への効果は家族・親類のネットワーク拡大のみにより示された。社会的ネットワー

クに着目した活動理論は、高齢者は友人や知人の社会的ネットワークや社会的組織・グルー

プの帰属が満足感などの well-being に効果があると説明している（Havighurst, 1961）。知人・

社会的活動仲間、友人が感情的 well-being に有意な効果がなかった理由は、対象者の選択の問

題が影響している可能性が高い。すなわち、本研究では、生涯学習施設に通う人々というす

でに社会参加をしている高齢者に対象を限定しており、知人・社会的活動仲間、友人という

変数については、高齢者の中でもこれらのネットワークが多い人に限定され、この変数の分

散が十分に確保されているとはいえない。そのため、その効果が過少に評価された可能性が

高い。
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III. 総合的考察

Well-being を良好に保つことは高齢期の生活を安寧に送るための重要な要素の一つといえ

る。本研究は、高齢期の未来時間展望の知覚に着目し、未来時間展望の知覚という心理的要

因と、社会的ネットワークの選択という社会的要因の相互作用が高齢者の感情的 well-being に

どのように影響するかという変数間の関係メカニズムの検証を行った。先行研究により、未

来時間展望の知覚が加齢と共に狭くなる現象は普遍的であることが示されているが、本研究

では、高齢期における未来時間展望の知覚の変化は環境・社会的要因などの外的要因と関係

するという仮説を立てた。

検証は 2 つの研究を通して行った。研究 1 では、SST が重要な説明変数として用いてい

る未来時間展望の知覚を測定する尺度（Future Time Perspective Scale; Carstensen & Lang,

1996）の日本語版を作成した。尺度の原著者への確認を含めバックトランスレーション手法

を用いて検証した結果、英文の尺度（Cate & John, 2007）と項目および因子構造が一致した。

したがって、本研究で作成した未来展望尺度は、英文の FTP 尺度で実施された海外の研究と

比較を行うことが可能だろうと結論づけた。

研究 2 では、aging well together モデルを参考にして分析モデルを作成し、高齢期の well-

being 研究に未来時間展望の知覚という心理的要因を位置づけ、社会的ネットワークの選択と

いう社会的要因との関連が well-being に与える影響を明らかにした。

本研究は未来時間展望の知覚に着目し、未来時間展望という心理的要因とネットワーク

という社会的要因を高齢期の well-being に影響する関係を検証した。未来時間展望の知覚の変

化は生涯発達において非常に重要なイベントであるといわれるが、日本の老年学領域におい

ても今後さらに検討が必要な概念といえる。本研究でも明らかになったように、高齢期の未

来時間展望は他の要因と直接的もしくは間接的に関係することがあるため、未来時間展望と

関連要因との検討をさらに行うことにより、高齢期における未来時間展望の仕組みを理解す

るのに役立つだろう。

本研究の限界と今後の課題について、まず、対象者のサンプリングについて挙げる。本

研究は生涯学習施設に通う方々から協力を得て実施した。調査対象者は比較的健康で学習意

欲が高く、高齢者の中でも若い高齢者に分類される男女が多く含まれていたといえる。

最後に、本研究のデザインから、未来時間展望と well-being の相互関連についての検討が

十分にできていない可能性を挙げる。今後は、パネル研究によって、未来時間展望の知覚の

変化が、社会的ネットワークの変化、さらに well-being にどのように効果があるかということ

について、因果関係を特定する作業が必要である。
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